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３．空中花粉アレルゲン濃度の推定と予測・測定手法の検証 

（１） シミュレーション結果及びリアルタイム花粉モニターの検証 

 

山形県衛生研究所  高橋 裕一 

農業環境技術研究所 川島 茂人 

 

１．緒 言 

県内 4 都市に導入したリアルタイム花粉モニター花粉モニター（以下花粉モニターと略、

大和製作所）が“確実にスギ花粉をカウントしているのか”、“スギ花粉以外の粒子はカウ

ントしないのか”を確かめるため、従来から行ってきた手動法のサンプラーを同一場所に

設置し同時に作動して両者を比較した１）。川島らのシミュレーションモデルを用いて予測

したスギ花粉飛散数の予測値と手動法のサンプラーで得られた値を比較しシミュレーショ

ンモデルを検証した。 

 

２．研 究 方 法 

三川町、新庄市、山形市、米沢市の 4地点に設置した花粉モニターの脇に従来法のサン

プラー（ダーラム型捕集器）を設置し両者から得られた値を１日ごとに比較した。また山

形市（衛生研）では同一場所に英国バーカード社製の Seven-Day Recording Volumetric 

Spore Trap （以後バーカード捕集器と略）を設置し両者から得られた１時間ごとの値を比

較した。バーカード捕集器からの試料は抗 Cry j 1 モノクローナル抗体（興和総合科学研

究所KW-S91）で処理し、次いでアルカリホスファターゼ標識抗マウスIgG抗体で処理した。

その処理の後に酵素（アルカリホスファターゼ）の基質で花粉アレルゲンを紫色に染め出

した１）。染色後の試料は川島らが開発した自動計数法２）を用いて算出した。スギ花粉の拡

散シミュレーションモデル（シミュレーションと略）は川島らが開発した方法３）－６）に従

った。モデルにはスギ花粉の発生源分布図が必要であるが、その分布図は本事業で森林研

究研修センターが作成したものを使用した（本報告書：「１．スギ花粉源のデータ-ベース

化」を参照）。 

 

３．結 果 

花粉モニターとバーカード捕集器の比較には 1997 年、2000 年、2001 年、2002 年に得ら

れたスギ花粉数の値を用いた。いずれの検討からも花粉モニターはスギ花粉をカウントし

ているという結果であった。ただし、花粉モニターはスギ花粉以外の粒子をもカウントす

ることがあることがわかった（図１、図２）。2001 年と 2002 年には県内４地点におけるダ

ーラム型捕集器と花粉モニターの値を比較した（図３）。2001 年はいずれの地点において

も両者の一致率は良好であったが、2002 年ではあまり良く一致しなかった。特に、三川町

では良くなかった。この年には米沢市と新庄市で明らかにスギ花粉でない粒子をカウント
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した日があった。 

2001年のGPVデータを用いシミュレーションの結果とダーラム型捕集器の値を比較する

にあたり、１時間ごとのシミュレーション値を前日１７時から当日１６時まで日ごとに集

計し比較した（図４）。ダーラム型捕集器ではスギ花粉の飛散がみられたにもかかわらずシ

ミュレーションで予想できないピークが２～３みられた。しかし、両者は大筋で一致して

おり、この手法は予報に使えると考えられた。バーカード捕集器の値とシミュレーション

からの１時間値を比較したのが図５である。両者は一致しなかった。 

 

４．考 察  

花粉モニターはスギ花粉以外の大気浮遊粒子もカウントすることがあった。つまり、ス

ギ花粉が飛んでいるという情報は見逃さないものの、他の粒子が飛んでいてもスギ花粉と

みなしてしまう、いわゆる“空振り”がみられた。スギ花粉症患者は花粉が大飛散してい

る時に発症していることが今回の調査でも明らかになった（本報告書：「２．スギ開花ステ

ージ及び花粉飛散量の予測(2)空中スギ花粉数調査と患者発症状況」を参照）ので、花粉モ
ニターはスギ花粉が大飛散している時を見逃がさずに情報化できるという点で有用である。

ただし、患者の症状が初めて出現する時期（飛散開始期）はスギ花粉以外のノイズが大き

くこのモニターは使用できない。飛散開始の時期については花粉アレルゲン測定など他の

方法（本報告書の「３．(5)花粉アレルゲンのリアルタイム測定」を参照）との併用が期待

される。 

導入したシミュレーションモデルを用いて今日と明日の短期予報を行う計画であるが、

得られた結果から、このモデルでは１日ごとの予報は可能でも１時間ごとの予想はできな

いと考えられた。花粉モニターからの値をもとに数時間先の飛散花粉を予想する方法は、

このモデルよりはカオス理論の応用７）が期待される。 
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